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諺 特集コメディカル部門を知る其の参

診療放射線技師業務の紹介と病院図書館とのかかわり

山本剛

して撮影をしていましたが、近年デジタル化

が進みコンピュータ処理で画像を生成するＣＲ

(ComputedRadiography）システムやＦＰＤ

(FlatPanelDetector）システムの普及により、

常に均一で安定した画質でＸ線画像を診療の場

に提供できています。

Ｉ．はじめに

診療放射線技師とは、厚生労働大臣の免許を

受けて医師または歯科医師の指示の下に、放射

線を人体に対して照射することを業とする者と

法律に規定されています。実際の病院の中の業

務としては、Ｘ線装置を使って人体にＸ線を照

射して検査をおこない、画像情報として医師に

提供します。私たちの業務は、大別して二つに

分類され、悪性腫傷に対し強い放射線を体外か

ら照射し、治療をおこなう放射線治療業務と放

射線を体外から照射し、透過するＸ線を画像化

する放射線検査業務があります。また、放射線

検査業務の中には、体内に放射性同位元素を体

内に投与し、体内から放出されるγ線を利用し

て画像化する核医学検査業務も含まれます。一

般的に放射線検査業務といってもたくさんのモ

ダリテイがあり放射線技師はその一つ一つの業

務に対し機器を安全に取り扱わなければなりま

せん。検査するだけではなく日常の点検も重要

な業務の一つです。次章にて当院の放射線技師

がおこなっている検査内容を雄近のトピックス

を含めてご紹介します。
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2．Ｘ線ＣＴ業務

Ｘ線ＣＴ検査といい、脳、肺、大血管、肝臓

など腹部l臓器から四肢にいたるまで全身どこで

も断層像の撮影をおこなえます（図２)。マルチ

スライスＣＴの導入により、すべての臓器が簡

便に三次元的に観察でき、また冠動脈に付着し

たプラークの状態までが現在の診断対象となっ

ています。肝がんなどの肝切除症例についても、

ヨード造影剤を使用してダイナミック撮影をし、

術前にシミュレーションをおこない切除領域や

血管などを正確に把握し、手術がより安全にで

きるようデータ提供をします。撮影から画像処

理までの一連の流れを｢I常業務とし、診療に有

用な画像を提供しています。
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図ｌ一般Ｘ線単純撮影装置
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Ⅱ．検査内容のご紹介

1．一般撮影業務

一般Ｘ線単純検査といい、Ｘ線を用いて胸部、

腹部、骨盤や四肢などの全身を撮影します（図

l)。世間一般にレントゲンといわれる検査です。

従来は、アナログ方式であるフイルムを使用

やまもとつよし：大阪瞥察病院放射線技術科
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透視検査だけでなく、閉塞性黄痘などの病気に

対して金属ステント挿入術のような治療目的で

おこなう手技もあり、診療の補助として業務を

おこなう場合もあります。

3．MRl業務

MRI検査といい、放射線を使わず磁石の力を

使って撮影します（図３)。放射線による被曝の

影群がなく血管から臓器や関節まで全身の検査

が可能です。急性期脳梗塞や脊椎損傷などの緊

急を要する検査にも対応しています。MRI検査

は、インプラントやぺースメーカーなどが体内

に埋め込まれている,患者さんは、搬影できません

ので、堆大限注意を払って事前に問診などで

チェックする体制をとり、検査に臨んでいます。

ＣＴと同様に撮影から画像処理まで一連の流れ

を日常業務とし、確定診断に欠かせないiI1ii像を

診療の場に提供しています。
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5．血管造影業務

アンギオ検査といい、カテーテルという管を

血管内に挿入して造影剤を注入し、Ｘ線で連続

的に撮影します。検査装置はＣアーム型血管撮

影装置を使用して、画像はＤＳＡ（digitalsub‐

tractionangiography）といわれるコンピュータ

処理で骨組織や軟部組織などを消去し、血管の

みを画像化し診療の場に提供します（図５)。検

査目的だけではなく、クモ膜下出血や肝細胞がん

(HCC）などの病気に対して塞栓術、または頚

部血管狭窄症にステント挿入術などの治療を主

体とする手技もあるので医師および看護師と連

携して業務をおこないます。
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図２Ｘ線ＣＴ検査装冊
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図３MRI検査装慨

図５Ｃアーム型血篭:撮影装冊
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4．Ｘ線ＴＶ業務

Ｘ線ＴＶ検査は、消化管（食道・胃十二指

腸・大腸）・ミエログラフィ・手術後の造影や泌

尿器系の造影などの検査をおこないます（図４)。



6．心臓カテーテル業務

心臓カテーテル検査は、大腿や腕の動脈と静

脈からカテーテルという細い管を心臓まで通し

て、造影剤で血管の状態を造影し、Ｘ線で搬影

します。この検査においても上記のアンギオ検

盗と同様にＣアーム型血管撮影装侭を使い、脹

血性心疾患の治療に対して冠動脈形成術や頻脈

の治療にアブレーション治療などをします（図

6)。画像データの管理などを含めて医師および

看護師、臨床検査技師と一緒に業務をおこない

ます。
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図７乳房Ｘ線搬影装慨
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9．核医学業務

ラジオアイソトープ検査といい、体内に放射

線を出す医薬品（放射性同位元素）を投与し､特

定の臓器に集稜させます。その臓器から放出さ

れるγ線をガンマカメラという装置で測定しコン

ピュータを使って画像化します（図９)。主な検

査は、転移性骨腫傷診断に用いられる骨シンチ

グラフィや労，作性狭心症などを鑑別する運動負

荷心筋シンチなどがあります。放射性同位元素

を体内に一度投与すると、スイッチなどで放射

線のON/OFFをコントロールできなくなるため、

投与量や被曝の管理を適切におこなう必要があ

ります。その放射線管理を担っているのも診療

放射線技師であり、技師の重要な業務です。

7．乳房Ｘ線撮影業務

乳房Ｘ線検査は、乳腺内にできる微少石灰化

や腫癌陰影を専用撮影装置で撮影します（図７)。

通常胸部Ｘ線撮影なら管電圧１２０ｋＶ前後

で撮影しますが、マンモグラフイは、通常２５

ｋＶ～35ｋＶの低管電圧で撮影します。ほかの単

純撮影に比べて特殊性の高い検査です。この撮

影は、疾病の特殊性から女性技師を希望される

方が多いため、女性技師が常時撮影できるよう

体制を整えています◎

8．骨密度測定業務

骨塩定量測定装置という装置を使って、骨粗

瀧症などの診断のために骨塩量（カルシウム並）

を測定します（図８)。基本的な測定は、股関節

と腰椎を撮影します。その後、処理をおこない

Ｔスコア（若年齢の平均ＢＭＤ値〔基準値〕を

０として、標準偏差をｌＳＤとして指標を規定し

た値）などの値を画像化し提供しています。
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図６Ｃアーム型血筏撮影装統
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図 ８骨塩定鐙測定装慨



10．放射線治療業務

放射線治療装置（リニアック）を使って悪性

腫傷に対し強い放射線を体外から照射し、がん

細胞を死滅させる治療をおこないます（図１０)。

診療放射線技師の業務としては、どの部分にど

れだけ線並を照射するかなど放射線治療医とと

もに治療計画を立てます。そして、毎日治療計

画に基づき実際に照射します。また、糖度管理

も診療放射線技師の大切な業務であり、照射さ

れる線仙:の値が少しでもずれていると治療効果

に大きな影響を与えるため、日常的に機器の整

備や線並測定などをおこなっています。

報やオーダ情報をはじめとするすべての情報を

一括管理する業務です（図１１)。医療情報シス

テムの安全管理に関するガイドライン（厚生労

働省）に留意し、患者様の大切な個人情報であ

る画像情報を安全に保管できるように管理して

います。
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図９核医学検査装慨（ガンマカメラ）
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11．放射線管理・情報業務

放射線管理業務とは、患者様の被曝管理や照

射記録の作成などを担当する業務です。新しく

装世を導入する際の線並測定や放射性同位元素

の出納記録や文部科学省などへの審類作成もお

こなっています。

放射線li1f報業務とは、放射線部門内の画像情
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図１１放射線、像保管サーバ

Ⅲ、図書館とのかかわり

当院は、各検査室が２階から地下フロアにか

けて分散して配置されています。解剖学や搬影

法の専門書は検査する現場に常時必要であり、

書籍の保管管理は放射線部門でおこなっていま

す。よって病院の図書館には一部の雑誌を除い

て、放射線検査関連の本はありません。新しい

技術が記載された雑誌なども最新刊は専門書と

同様に各検査室にある書棚に保管しています

(図１２)。毎年１年に１回、図書館の方に蔵書管

理していただいていますが、紛失やページが欠

損するなどトラブルが多数あり、必要な時に利

用できないという事象が続きました。私たちの

大切な図書を守るため、外部に書籍を持ち出す

場合、誰が持ち出したのか正確に把握するため

に数年前より担当者を決めて、部門内で独自に

帳簿を作成して管理しています（図１３)。われ

われ、診療放射線技師がもう一つ病院図諜館業

凶１０放射線治療装慨
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凶１２－１検査室の書棚① 図１３書籍貸出管理簿

病院図書館2012:32(3)
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Ⅳ．最後に

昨今、インターネットを利用して個人パソコン

－１１５－

１
１

で文献検索やデータ検索できるように変遷しつ

つありますが、デジタル化されていないような

古い文献などは図書館を利用します。今後もわ

れわれ診療放射線技師の学会活動や新しい技術

の習得、新しい撮影法の検索などにもサポート

していただける体制を維持していただき、過去

の情報から新しい情報までを確実に入手できる

図:iIド館を目指していただきたいです。当院の図

番館は、大学病院などに比べて蔵書の数やス

ペースもかなり小さいですが、今まで通り心温

まる人情味のある病院図書館であってほしいで

す。
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図１２－２検査室の書棚②

務でお世話になっていることがあります。学会

発表などの時に必要な論文の取りよせや文献検

索、当院にない書籍の閲覧支援などにも非常に

お世話になっています。迅速に対応していただ

いて非常に助かっています。日々感謝です。
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